
草原に生育する多年草。根茎は太く、著しく肥厚して塊状から紡錘状をなす部分がある。土栗の名はこれ
による。根生する葉は3-7(-9)個の小葉からなり、小葉は長さ2-4cm、裏面は白い綿毛に被われ、脈上には

伏毛もある。花茎は数個の花をつけ、花は径12-15mm、黄色で、4-5月に咲く。

イノシシの掘り返しによりほとんどの集団が消失した生
育地もある。2020年版でBランクからAランクに変更し
た。

生育地である草原の保全とイノシシによる被害の抑制
が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

阪神、東播磨、西播磨

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

バラ科

兵庫県ランク…ツチグリ
環境省ランク… VUPotentilla  discolor  Bunge


